
農業廃棄物由来の
バイオプラスチック『TEXa」

『TEXa』とは

◆射出成型とシート成形に対応可能なバイオプラスチック

◆ TEXaに49%含まれる石油由来のプラスチックはPP or エラストマーの2種類

◆食品グレード（FDA対応や日本食品衛生法対応グレード有り）、高剛性グレード、

良流動グレード等、ご用途にあわせたグレードをご提案可能

◆色はベージュ又はナチュラル（こげ茶）をラインナップ、着色も可能

◆外観特徴（表面の質感）は、以下2タイプ。

〇Particulate Textured（繊維質感有）

細かい繊維質感が残りバイオプラスチックらしい外観

〇Non-Textured （繊維質感無）

繊維質感を残さず従来の石油由来のプラスチックに近い外観

TEXaは、マレーシアの大手コングロマリットであるTEXCHEMグループが開発した、

お米のもみ殻やパーム油の搾り房（非可食部）など、従来廃棄される部分を再利用した

バイオプラスチックです。

原料の51％に農業廃棄物由来のバイオベースのプラスチックを使用し、残りの49％に

石油由来のプラスチック・添加剤を配合、農業廃棄物を再利用できると同時に、石油

由来のプラスチックの使用量を削減し、二酸化炭素排出量削減に貢献が可能です。

『TEXa』の強み

・PPと同等レベルの耐久性を有しており、幅広い用途に検討可能

・東南アジア中心に上市実績多数（日本国内でも続々上市準備中）

・既存成形設備で生産が可能

・生産コストを抑制し一般的な生分解性樹脂より低価格を実現

・日本食品衛生法対応グレード（E2741、P2250が該当）追加

・バージン材を使わないリサイクルPPグレード追加

※サンプルの提供も可能ですので、お気軽にお問合せください。

農業廃棄物由来の
バイオプラスチック『TEXa』



汎用グレード 物性表

※日本食品衛生法対応のグレード有り

各種環境規制や認証に対応

2010A

用途例



製造元 お問い合わせ先

TEXCHEM POLYMERS SDN BHD
No. 1465, Mukim 11, Lorong Perusahaan Maju 6, 
Prai Industrial Estate, Phase 4, 13600 Prai, 
Penang, Malaysia. 

合成樹脂部（東京・大阪）
東京都品川区北品川五丁目5番15号
TEL：03-3442-5146/06-6457-2893
Email : gy@tomo-e.co.jp

フードコンタクトグレード 物性表
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